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法人全体での一泊旅行

施設内とは違う食事、雰囲気を楽しむ

ＳＴは旅行先の料理に合わせて
食事形態などを調整

皆さん
会話も忘れて
夢中になって
食べています♪



ＳＴの取り組み
参加者一人一人の食事形態や
摂食・嚥下機能の状態をまとめた表を作成

他職種間・他施設間での情報共有
施設ごとに
バラバラで
見にくい

必要な情報が
載ってない

統一した
お食事シートが
必要！！



下見をして調整

食事内容、切り方の調整

下見で確認した内容をまとめた資料
＋

試食をしたＳＴからの報告
↓

提供されるメニューについての情報共有



お粥・刻み食提供の人数制限

全粥 → 軟飯、常飯
刻み → 常菜 など

施設内での
食事形態

旅行先での
食事形態情報共有しにくい

食事評価をやり直し、
旅先での食事形態の調整



下見の時、店舗にキザミ食などの
対応が可能な人数を確認

キザミ食などの
対応ができる人数が
すぐわかる

資料に記載



お食事シートを作成

他職種間、
他施設間での
情報共有

参加者の
嚥下機能・食事形態の

把握



昨年度までの資料

旅行先での
食事形態

・氏名
・旅行先での食事形態
・咀嚼状態
・嚥下状態
・その他



お食事シート

形態が上がる人
のチェック欄

施設内での
食事形態

その他

旅行先での
食事形態

・形態が変わる場合のチェック欄
・氏名
・施設内での食事形態
・旅行先での食事形態
・咀嚼嚥下
・その他



今後の取り組み


